
一　次の文章を読んで、あとの問いに答えよ。
　母が死んでからは、おやじと兄と三人で暮らしていた。おやじはなんにもせぬ男で、人の顔さえ見ればきさまはだめだだめだと口癖のように言っていた。何がだめなんだか今にわからない。妙なおやじがあったもんだ。兄は実業家になるとか言ってしきりに英語を勉強していた。元来ずるいから、仲がよくなかった。十日に一ぺんぐらいの割でけんかをしていた。あるとき将棋をさしたらひきょうな待ち駒をして、人が困るとうれしそうに冷やかした。あんまり腹が立ったから、手にあった飛車を眉間へたたきつけてやった。眉間が割れて少々血が出た。兄がおやじに言つけた。おやじが俺を勘当すると言いだした。
　①そのときはもうしかたがないと②観念して先方の言うとおり勘当されるつもりでいたら、十年来召し使っている清という女が、泣きながらおやじに謝って、ようやくおやじの怒りが解けた。それにもかかわらずあまりおやじを怖いとは思わなかった。かえってこの清に気の毒であった。この女はもと由緒のある者だったそうだが、瓦解のときに零落して、つい奉公までするようになったのだと聞いている。だから婆さんである。この婆さんがどういう因縁か、俺を非常にかあいがってくれた。不思議なものである。母も死ぬ三日前にあいそを尽かした――おやじも年中もてあましている――町内では乱暴者の悪太郎とつまはじきをする――この俺をむやみに珍重してくれた。俺はとうてい人に好かれるたちでないと諦めていたから、他人から木の端のように取り扱われるのはなんとも思わない、かえってこの清のようにちやほやしてくれるのを不審に考えた。清はときどき台所で人のいないときに「あなたはまっすぐでよいご気性だ。」と褒めることがときどきあった。　　　③　俺には清の言う意味がわからなかった。いい気性なら清以外の者も、もう少しよくしてくれるだろうと思った。清がこんなことを言うたびに俺はお世辞は嫌いだと答えるのが常であった。　④　婆さんはそれだからいいご気性ですと言っては、うれしそうに俺の顔を眺めている。自分の力で俺を製造して誇ってるように見える。少々　⑤　が悪かった。
　⑥母が死んでから清はいよいよ俺をかあいがった。ときどきは子ども心になぜあんなにかあいがるのかと不審に思った。つまらない、よせばいいのにと思った。気の毒だと思った。それでも清はかあいがる。おりおりは自分のこづかいできんつばや紅梅焼きを買ってくれる。寒い夜などはひそかにそば粉を仕入れておいて、いつのまにか寝ている枕もとへそば湯を持ってきてくれる。ときには鍋焼きうどんさえ買ってくれた。ただ食い物ばかりではない。靴足袋ももらった。鉛筆ももらった。帳面ももらった。これはずっとあとのことであるが金を三円ばかり貸してくれたことさえある。なにも貸せと言ったわけではない。向こうで部屋へ持ってきておこづかいがなくてお困りでしょう、お使いなさいと言ってくれたんだ。⑦俺は、無論いらないと言ったが、ぜひ使えと言うから、借りておいた。実は大変うれしかった。その三円をがま口へ入れて、懐へ入れたなり便所へ行ったら、すぽりと後架の中へ落としてしまった。しかたがないから、のそのそ出てきて実はこれこれだと清に話したところが、清はさっそく竹の棒を探してきて、取ってあげますと言った。しばらくすると、井戸端でざあざあ音がするから、出てみたら竹の先へがま口のひもを引きかけたのを水で洗っていた。それから口を開けて一円札を改めたら茶色になって模様が消えかかっていた。清は火鉢で乾かして、これでいいでしょうと出した。ちょっと嗅いでみてくさいやと言ったら、それじゃお出しなさい、取り換えてきてあげますからと、どこでどうごまかしたか札の代わりに銀貨を三円持ってきた。この三円はなんに使ったか忘れてしまった。⑧今に返すよと言ったぎり、返さない。今となっては十倍にして返してやりたくても返せない。
問１　①そのとき　とはいつか。「～とき」に続く形で答えよ。
問２　②観念して  とはどういう意味か。適切なものを次のア～エから選んで記号で答えよ。
ア、覚悟して　　イ、想像して　　ウ、観察して　　エ、祈念して
問３　　③　 ・　④　  にあてはまる言葉を次のア～オから選んで記号で答えよ。
ア、だから　　イ、ところで　　ウ、しかも　　エ、すると　　オ、しかし
問４　　⑤　　にあてはまる言葉を次のア～エから選んで記号で答えよ。
ア、調子　　イ、気分　　ウ、相手　　エ、気味
問５　⑥母が死んでから清はいよいよ俺をかあいがった。ときどきは子ども心になぜあんなにかあいがるのかと不審に思った。つまらない、よせばいいのにと思った。気の毒だと思った   について
(1)「清」の坊っちゃんに対するこの行為は坊っちゃんの周りの他の人たちとは全く異なっている。いったい「清」は坊っちゃんの何を見ていたのか。本文中から漢字２字で答えよ。
(2)なぜ坊っちゃんはこのように思うのか。適切なものを次のア～エから選んで記号で答えよ。
ア、奉公人なら自分の仕事に専念すればよいのに、仕事が増えるだけで給料は変わらないから。
イ、かわいがってもらったところで、今の自分にはそれに対する十分な報酬を与えることができないから。
ウ、自分は人に好かれない性格だからどうしようもないとあきらめていたのに、なぜかわいがってくれるかが理解できなかったから。
エ、自分の周りの誰もが自分を嫌っているのに、「清」がいくらかわいがっても全体の傾向は変わらないから。
問６　⑦俺は、無論いらないと言ったが、ぜひ使えと言うから、借りておいた。実は大変うれしかった。  という言葉から坊っちゃんの性格を読み取ることができる。それを考察した文章の空所　ａ　・　ｂ　にあてはまるな言葉をあとのア～エから選んで記号で答えよ。
　　本当はうれしくても、　ａ　は本当の気持ちが言えない。そこには人をわずらわせたくない、自分さえ　ｂ　という気持ちがある。しかし、誰もが坊っちゃんの発言した言葉の意味するとおりに受け取り、坊っちゃんを木の端ように扱う。しかし「清」だけは、坊っちゃんの言葉に隠された気持ちを理解していた。
ア、良ければいい　イ、正直に　ウ、我慢すればいい　エ、思い通りに
問７　⑧今に返すよと言ったぎり、返さない。今となっては十倍にして返してやりたくても返せない。  について
(1)「俺」がこの物語を語っている時、「清」はどうなっていると考えられるか。
(2)この言葉に込められている意味として適切なものを次のア～エから記号を２つ選んで答えよ。
ア、恩を受けるだけでいっこうに返せなかった後悔。
イ、おかねさえもちあわせていたら返せたのにという無念。
ウ、ついうっかり忘れていたことが後々まで響いたという悲しみ。
エ、清に甘えている心地よさに慣れてしまいその尊さを見過ごしていた反省。

二　次の文章を読んで、あとの問いに答えよ。
《この問題の場面について》「清」は自分が長くは生きられないという自覚をもっている（実際に五か月後に結核でなくなっている）。しかし、「俺」（「坊っちゃん」）はそのことには気づいていない。

　いよいよ約束が決まって、もうたつという三日前に清を訪ねたら、北向きの三畳に風邪をひいて寝ていた。①俺の来たのを見て起き直るが早いか、坊っちゃんいつうちをお持ちなさいますと聞いた。卒業さえすれば金が自然とポッケットの中に湧いてくると思っている。そんなに偉い人をつらまえて、まだ坊っちゃんと呼ぶのはいよいよばかげている。俺は単簡に当分うちは持たない。田舎へ行くんだと言ったら、非常に失望した様子で、②ごま塩のびんの乱れをしきりになでた。あまり　③　だから④「行くことは行くがじき帰る。来年の夏休みにはきっと帰る。」と慰めてやった。それでも妙な顔をしているから「何を土産に買ってきてやろう、何が欲しい。」と聞いてみたら「　　ａ　　」と言った。越後の笹あめなんて聞いたこともない。だいいち方角が違う。「俺の行く田舎には笹あめはなさそうだ。」と言って聞かしたら「　　ｂ　　」と聞き返した。「西の方だよ。」と言うと、「　　ｃ　　」と問う。ずいぶんもてあました。
　出立の日には朝から来て、いろいろ世話をやいた。来る途中小間物屋で買ってきた歯磨きとようじと手拭いをズックのかばんに入れてくれた。⑤そんな物はいらないと言ってもなかなか承知しない。車を並べて停車場へ着いて、プラットフォームの上へ出たとき、車へ乗り込んだ俺の顔をじっと見て「もうお別れになるかもしれません。ずいぶんご機嫌よう。」と小さな声で言った。目に涙がいっぱいたまっている。俺は泣かなかった。　⑥　もう少しで泣くところであった。⑦汽車がよっぽど動きだしてから、もうだいじょうぶだろうと思って、窓から首を出して振り向いたら、やっぱり立っていた。なんだか大変小さく見えた。


問１　①俺の来たのを見て起き直るが早いか、坊っちゃんいつうちをお持ちなさいますと聞いた  について
(1)「俺」は「清」の言葉を聞いてどう思ったか。本文中から抜き出せ。
(2)「清」が坊っちゃんを見ていきなりそのようなことを言ったのは、「清」が坊っちゃんが訪ねて来るまで一人でどんなことを考え続けていたからか。「～を考え続けていたから」に続く形で答えよ。
問２　②ごま塩のびんの乱れをしきりになでた  とあるが、この行為には清のどんな心理状態が表れているか。適切なものを次のア～エから選んで記号で答えよ。
ア、不安　　イ、動揺　　ウ、不満　　エ、興奮
問３　　③　 にあてはまる適当な言葉を考えて書け。
問４　④「行くことは行くがじき帰る。来年の夏休みにはきっと帰る。」と慰めてやった。それでも妙な顔をしている  とあるが、なぜ慰めが通じないのか。《この問題の場面について》をよく読んで「清」の気持ちを考えよ。
問５　 「　　ａ　　」～「　　ｃ　　」にあてはまる言葉を次のア～エから選んで記号で答えよ。
ア、そんなら欲しいものはありません。
イ、そんなら、どっちの見当です。
ウ、箱根の先ですか手前ですか。
エ、越後の笹あめが食べたい。
問６　⑤そんな物はいらないと言ってもなかなか承知しない  とあるが、なぜなのか。その理由として適切なものを次のア～エから記号を選んで答えよ。
ア、少しでも形になる品を渡したかったから。
イ、消耗品だからいずれ必要となるから。
ウ、田舎に日用品が不足することもあると思ったから。
エ、長旅の途中で使う場面が予想できるから。
問７　　⑥　  にあてはまる言葉を次のア～エから選んで記号で答えよ。
ア、だから　　イ、しかし　　ウ、そして　　エ、それとも
問８　⑦汽車がよっぽど動きだしてから、もうだいじょうぶだろうと思って、窓から首を出して振り向いたら、やっぱり立っていた  について考察した文章の空欄にあてはまる言葉をあとのア～オから選んで記号で答えよ（「　ｂ　」「　ｅ　」は本文の言葉である）。
普通の人なら帰っていても清ならばいつまでもフォームに残っているはずだ。だがこれだけ離れれば　ａ　清もあきらめているはずだというのが、「　　ｂ　　」という表現である。しかし「俺」のことを
　ｃ　思ってくれる「清」ならば汽車が見えなくなってもいつまでも見送ってくれるはずだという　ｄ　が「　　ｅ　　」という表現となった。
ア、やっぱり　　イ、一心に　　　ウ、さすがに
エ、もうだいじょうぶだろう　　オ、確信
問９　この文章には「清」の死期が近いということを暗示する表現がある。本文中から17字で抜き出せ。


【解答編】
一
問１　おやじが俺を勘当すると言いだした

問２　ア

問３　③オ　④エ

問４　エ

問５　(1)気性　(2)ウ

問６　ａイ　ｂウ

問７　(1)既になくなっている。　(2)ア・エ


二
問１　(1) 卒業さえすれば金が自然とポッケットの中に湧いてくると思っている。そんなに偉い人をつらまえて、まだ坊っちゃんと呼ぶのはいよいよばかげている。
(2)また坊っちゃんと一緒に暮らすこと

問２　イ

問３　例気の毒（かわいそう・不憫　など）

問４　来年の夏休みまで、自分が生きられないと思っているから。

問５　ａエ　ｂイ　ｃウ

問６　ア

問７　イ

問８　ａウ　ｂエ　ｃイ　ｄオ　ｅア

問９　北向きの三畳に風邪をひいて寝ていた
